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Abstract
Hiroshima has the highest risk of sediment disaster in Japan. On 20th August 2014, heavy 
rainfall during the night caused sudden debris flows at various sites in Hiroshima city, which resulted 
in a large number of casualties.  Extreme rainfall during the few hours before the landslides caused 
muddy streams in front of residentsʼ homes, preventing them from escaping.  The city heavily invested 
in disaster prevention measures after this experience, including research into the mechanism of 
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sediment transport to mitigate the impact. However, in July 2018, Hiroshima citizens suffered another 
calamity from debris flows. This study examines the testimony given by the victims of the ʻ8.20 
Hiroshima disasterʼ  to clarify their perceptions of the disaster and how they wish to communicate it in 
their own words.
Testimonies by 145 victims were analysed using text-mining analytics and linguistic discourse 
analysis. The results reveal a set of previously unknown facts-namely, how the residents of the affected 
areas perceived the disaster while it was unfolding before their eyes. 
The testimony contents are divided into four categories: (1) Physical aspects of the disaster 
such as natural phenomena and impact on infrastructure; (2) Impressions of how the disaster 
developed; (3) Peopleʼs behaviour before, during, and after facing the natural phenomenon; (4) 
Psychological impacts of the disaster before, during, and after facing the natural phenomenon.
The empirical results reveal that peopleʼs subjective perceptions are a key factor in decision-
making when faced with an impending natural disaster. Thus, we argue that both physical and 
psychological aspects need to be considered in supporting the residents of high-risk areas in order to 
prevent future sediment disasters. 
１．はじめに




気象庁により命名された「平成 26 年 8 月豪雨」は、8 月 19 日 20 時頃から 20 日未明にかけて襲った
局地的豪雨であり、それにより、広島市安佐南区、同安佐北区を中心に土石流や崩壊が発生し、人々に
大惨禍をもたらした。安佐北区三入東雨量観測局では 19 日夜 9 時から 24 時間雨量が 284 mm、災害時
間雨量 121 mm という猛烈な雨量が観測され1、安佐南区の緑井周辺から安佐北区にかけて土石流が 107





死者数：中国新聞アルファ（2016 年 6 月 23 日）
https://www.chugoku-np.co.jp/local/news/article.php?comment_id=258681&comment_sub_id=0&category_













淺梨奈は、修士論文として「被災者の証言を通した土砂災害被害の再検証—2014 年 8 月 20 日広島土砂
災害と 2018 年 7 月豪雨災害を事例として—」をまとめ、2019 年 1 月に広島大学大学院総合科学研究科
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中豪雨に伴う土砂災害」、『砂防学会誌』、Vol.67、No.4、pp58-59
5 土田孝・森脇武夫・田中健路・中井真司（2016）「2014 年 8 月 20 日の広島豪雨災害における雨量を用いた土砂
災害危険度評価に関する考察」、『地盤工学ジャーナル』、Vol.11、No.1、pp.53-68












































時の被害の実態の再現を試みる。冒頭でも述べたように、筆者のひとりである湯淺は、2019 年 1 月に
広島大学大学院総合科学研究科に修士論文「被災者の証言を通した土砂災害被害の再検証—2014 年 8
月 20 日広島土砂災害と 2018 年 7 月豪雨災害を事例として—」を提出した。同論文では、本稿でデー
タとした『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』を用い、定性分析を行った。具体的には、体験
談集に所収されたすべての証言を時間区分で、(1) 被災前の心境、(2) 発災前夜、(3) 発災直前、(4) 発災









　本稿で用いる資料は、公益社団法人砂防学会 2014 年 8 月広島大規模土砂災害緊急調査団と広島市防
災士ネットワークによって刊行された『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』である。体験談集
に所収されている全 145 人の証言を対象として、自由回答文のテキストをデータ化し、その構成要素を
定量的に解析して 8.20 広島土砂災害の被災者が体験談で語る核心的な証言の内容を検討する。






談集は、土砂災害発生から 7 ヶ月後の 2015 年 3 月に発行された。データの定量分析には、フリーソフ
トウェアの KH Coder を用いた11。『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』の証言を全てテキスト
データ化した後、形態素解析は KH Coder をインターフェースとし、バックエンドの MeCab 12 を呼び
出して実行した。また、各種統計量および分析については、同じく KH Coder を介し、バックエンドの
11 樋口耕一（2017）「計量テキスト分析および KH Coder の利用状況と展望」、『社会学評論』Vol.68、No.3、pp334-
350






の高い単語のうち、上位 99 語（同一順位を含む上位 95 位まで、出現文書数 28 証言以上）を分析対象
とした。最後に、得られた出現文書数上位 99 語を階層的クラスタリング法で分類し、単語群ごとの特
徴を視覚的に把握した。至適クラスター数の決定には、エルボー法を用いた。図 1 のとおり、併合水準



























　表 1 には、証言者の被災地別内訳を示した。また、用いた体験談集の 4 頁には、体験談集の監修に深
く携わった柳迫氏により作成された広島市豪雨災害発生状況と体験談寄稿者位置情報が添付されている




（出典 :『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』p4 に筆者らが加筆）
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４. 結果と考察
４. １. １ 出現文書数上位 99 語
　表 2 は出現文書数上位 99 語の単語である。出現文書数の高い単語は、体験談の中で述べられる重要
語として位置づけられ、土砂災害被災者が語る核心的な部分として捉えることができる。
表 2 形態素解析により抽出した出現文書数上位 99 語
順位 単語 文書数 順位 単語 文書数 順位 単語 文書数
1 思う 123 34 川 52 66 懐中電灯 33
2 家 119 35 わかる 49 66 持つ 33
3 雨 110 35 自分 49 66 聞こえる 33
4 見る 107 35 少し 49 70 考える 32
5 雷 105 38 テレビ 48 70 作業 32
6 災害 103 39 車 47 70 周り 32
7 避難 99 39 崩れる 47 70 声 32
8 土砂 98 39 流す 47 70 大雨 32
9 外 94 42 感じる 45 70 木 32
10 人 92 43 近く 45 70 様子 32
11 音 91 44 電話 45 77 時間 31
12 出る 89 45 大変 44 77 小学校 31
13 水 81 45 聞く 44 77 生活 31
14 できる 78 47 家族 43 77 大丈夫 31
15 起きる 74 48 すごい 42 77 方々 31
15 流れる 74 48 帰る 42 82 いつも 30
15 言う 71 48 地域 42 82 感謝 30
15 前 71 51 すぐ 40 82 強い 30
19 夜 70 51 どう 40 82 高い 30
20 寝る 69 51 激しい 40 82 庭 30
21 道路 63 51 状態 40 82 泥 30
22 入る 62 51 明るい 40 82 道 30
23 近所 59 56 覚める 39 82 部屋 30
24 行く 58 56 状況 39 82 眠れる 30
25 ボランティア 57 58 玄関 38 91 下 29
25 今 57 58 住む 38 91 確認 29
25 山 57 60 土 37 91 気 29
25 来る 57 61 午前 36 91 発生 29
29 被害 55 61 停電 36 95 これから 28
30 目 55 61 八木 36 95 開ける 28
31 窓 54 64 今回 35 95 大きい 28
32 朝 53 65 見える 34 95 流れ込む 28
33 降る 52 66 とても 33 95 連絡 28
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　次に、8.20 広島土砂災害体験談の被災者 145 人によって特に語られている内容をより理解するため
に、出現文書数上位 99 語の分類を行った。次の図 3 は出現文書数上位 99 語の階層クラスター分析に
よって形成された樹形図である。上位 99 語単語は先述の手法で 6 つのクラスターに分類した。クラス
ターごとに色別し、各単語の左側には出現文書数を視覚的に示す横棒グラフを付した。筆者らの解釈を
示すため、図 3 の各クラスターに括弧・分類番号・クラスターのグループ名を付した。樹形図の詳細を
示すため、図 3 を拡大し、二つに分けたものが図 4 と図 5 である。
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図 3　出現文書数上位 99 語のクラスター分析結果
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図 5　出現文書数上位 99 語のクラスター分析結果
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４. ２ 考察
４. ２. １ クラスター分析結果の解釈
　（1）三入小学校 6 年生の体験
　クラスター (1) は、「眠れる」、「テレビ」、「朝」、「すごい」、「夜」、「起きる」、「寝る」の 7 単語から構





えよう。分析後にテキストの内容を確認した結果、『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』に寄

































































































































例 3 参照）。しかしそれとは対照的に、今後に向けての前向きな心境（用例 4 参照）や、教訓を得てい










４. ２. ２ クラスターの総合的解釈
　本稿では、『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』の出現文章数上位 99 語をクラスター分析
し、6 つのグループに分け、それぞれの語群に意味付けをし、その特徴を論じた。それぞれのグループ






　クラスター分析によるグループをさらに大別すると、それぞれのグループは (1) と (2)(3) と (4)(5)(6)



























を試みたい。冒頭でも触れた通り、湯淺は修士論文で『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』の
定性分析を行なった。体験談に所収されたすべての証言に対し、KJ 法（川喜田 1995）14 を用いた分析を
行い、「8.20 広島土砂災害被被災者証言モデル」という社会モデルを構築した。証言を (1) 被災前の心






























































　『平成 26 年 8 月 20 日広島豪雨災害体験談集』に所収された 145 名の被災者の方々に御礼申し上げま
す。貴重な証言を後世に残していただき、ありがとうございました。ここに提示された教訓に、より耳
を傾け、今後の自然災害に備えることは、われわれの責務だと思っています。また、本書の編集を中心
的に担われた柳迫長三氏にも御礼申し上げます。
